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【進行した認知症患者においても、適切な認知症ケアによって、脳機能の改善が認められる】

が Scientific Reports に掲載 

 

 

社会医療法人北斗精密医療センターは、関連施設である「十勝自立支援センター 介護老人保健施設（老健）

かけはし」(https://hokuto-kakehashi.com/)と協力し、老健入所中の認知症ケアにより、認知症患者の認知

機能が改善しうること、またその背後には脳機能の変化があることを明らかにしました。従来、リハビリ

テーションによる認知機能の改善は、健常者や認知症の前段階と言われる軽度認知機能障害（Mild 

Cognitive Impairment, MCI）患者に限ると考えられていました。本研究はその効果を、認知症患者にも

拡張するものです。この度本研究は、科学的正当性を重視する国際学術雑誌、Scientific Reports(サイエン

ティフィック・リポーツ)に、2020 年 4 月 21 日付けで掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症ケアにより脳活動が変化した場所 脳磁図装置 



概容 

 

認知症は、アルツハイマー病や脳卒中など、何らかの脳疾患が原因で、脳の働きが衰え、日常生活や社会

生活が営めなくなる状態を言います。その予備軍とされる MCI を合わせると、その割合は 65 歳以上の方

の 4人に 1人に達するとされ、今後さらに進む高齢化社会において、認知症と如何に向き合っていくかは、

医学のみならず社会全体の問題でもあります。 

残念ながら現時点では、認知症を治療するための特効薬はありません。しかし薬以外の治療法、特にリハ

ビリテーションの効果は知られており、認知症や MCI の治療には、まずリハビリテーションを行うべき

とされています。リハビリテーションは脳の残っている機能を鍛え、失われた機能をカバーすることで、

その効果を発揮します。特に MCI 患者においては、残っている機能が多いため、25%－40%の方が健常水

準まで回復すると言われます。 

一方で、認知症まで進行してしまうと、脳の残った機能が少ないため、リハビリテーションの効果はあま

り期待できないという意見があります。しかし医療介護の現場においては、ある程度進行した認知症患者

においても、リハビリテーションが効果を発揮し、状態が良くなる方をしばしばみかけます。では「認知

症になると、もう脳は回復しない」というのは、本当なのでしょうか。 

本研究では、既に認知症の診断を受けている方で、老健かけはしに入所して、認知症ケアを受けた 21 人

の方に御協力を頂きました。1 から 3 か月程度の入所期間において、入所直後と退所前の二回、同じ認知

機能検査と脳科学検査を行い、それらを比較することで、科学的見地から、認知症ケアの効果を調べまし

た。ケアの内容は、理学療法士、作業療法士が行う運動療法、認知機能賦活訓練や生活環境の整備といっ

たリハビリテーションと、看護師、介護福祉士による水分・排泄ケアを中心とした生活ならびに体調の管

理です。これらを一人ひとりの症状や体調、嗜好に合わせて実施しました。その結果、ケアの前後で行っ

た認知機能検査の結果を比較したところ、認知機能の有意な改善があることが分かりました。さらに脳科

学的検査として実施した脳磁図検査では、認知症ケアの期間の前後で、右側頭葉、紡錘状回、角回、感覚

運動野の活動が変化していました。これらの事を総合しますと、認知症患者においても、認知症ケアによ

る機能の改善が期待できる場合があり、その改善効果は脳の活動変化に基づくと考えられます。 
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本研究の意義 

 

 

現時点では、認知症を治療するための特効薬はありません。このことから、認知症を「不治の病」と捉え

ている方がいらっしゃいます。そうでなくても「治療が効くのは MCI までで、認知症になってしまうと手

遅れである」という考え方もあります。しかし本研究は、認知症は必ずしも不治の病でも手遅れでもない

ことを示しており、私たちの認知症に対する考え方を変える必要性を迫ると同時に、適切な認知症ケアや、

それを提供する場である老健の重要性を再認識させるものと考えられます。 

 

脳磁図検査 

 

 

「脳の働き」の検査の一種で、主に「認知症」や「てんかん」などを評価するために用いられます。脳が

働くと、自然に「磁場」が発生し、頭の外まで漏れ出てきます。脳磁図検査では、ヘルメット状のセンサ

ー（写真）を使って、頭の外からこの「磁場」を測ることで、脳の健康状態を調べることができます。検

査は、ベッドに横になるだけで行うことができ、薬も放射線も使用しないため、極めて安全です。 

認知症では、脳の働きが変化するため、漏れだす磁場も変化します。脳磁図検査では、この変化を捉える

ことで、認知症を客観的に評価することができます。また磁場の変化は、脳の萎縮が目立たない「早期の

認知症」でもみられるため、早期診断の補助検査として活躍することも期待されています。 
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■社会医療法人 北斗について■ 

北斗は、1993 年に帯広市で脳神経外科を中心に、北斗病院を開設。道東・十勝圏域において急性期から

在宅医療まで、シームレスに医療・介護を提供しています。「革新に満ちた医療への挑戦と新たなる組

織価値の創造」を理念に、高度先進医療への取り組みも積極的で、デジタルPET-CT や経頭蓋MR ガイド

下集束超音波治療、遺伝子診断など、さまざまな技術を取り入れています。脳磁計測システムは2004 年

に導入。最近は海外から脳磁計の専門家の参画を実現し、精力的な運用を行っています。また医療界に

おける新しい潮流である「精密医療」を新たなテーマとして掲げ、患者一人ひとりに最適な治療を、効

率的に選択するために、遺伝子診断や脳磁計を含む脳機能画像イメージングを応用することに注力して

います。詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://www.hokuto7.or.jp/ 


